
 
 
 
 
 
 
 
 

和歌山大学防災研究教育センター開設記念フォーラム 
～地域と大学の連携による地域防災力向上のために～ 

和歌山県は、東海・東南海・南海地震による被害の危険性があるなど、来るべき災害に対して 

備えていくことがより一層求められている地域といえます。被害を軽減するためには、個別に 

対策を進めていくだけでなく、産官学民の協働によって地域防災力の向上のために取り組んで 

いくことが重要です。そこで和歌山大学では「防災研究教育プロジェクト」を発展させ、自治 

体や各機関・組織と連携しながら地域防災力の向上に寄与することを目的とした、防災研究教 

育センターを本年度に開設しました。本フォーラムはセンターの問題意識と活動の方針を知っ 

ていただき、防災に関する研究教育機能を持った拠点として、地域の方々にとって必要な機関 

となるためのキックオフとして開催します。 

 

  ■日 時：平成２２年１１月２日（火）１３：３０～１６：３０ 

 

  ■会 場：和歌山大学松下会館（地域連携・生涯学習センター） 

 

  ■申込み：お名前及び所属団体名等（個人参加の場合はお名前のみ）を、 

       FAXまたはEメールにてお知らせ下さい。 

和歌山大学防災研究教育センター 

〒640-8510 和歌山市栄谷930 

TEL：073-457-7558 FAX:073-457-7593 

E-mail：bousai@center.wakayama-u.ac.jp 
URL:http://www.wakayama-u.ac.jp/bousai/ 

申込み・問い合わせ先 

           主催：和歌山大学地域創造支援機構・和歌山大学防災研究教育センター 

              後援：和歌山県 



13：30 開会挨拶 

13：35 防災研究教育センター ミッションの説明 此松 昌彦(和歌山大学防災研究教育センター長) 

13：45 基調講演 

「人口減少を踏まえた東海・東南海・南海地震の防災対策」 

  牧   紀男（京都大学防災研究所准教授） 

「来たる東海・東南海・南海地震に向けた災害対応の課題」 

  照本 清峰（和歌山大学防災研究教育センター特任准教授）  
15：00 休憩 
15：15 パネルディスカッション 「県民に必要な防災リテラシー」 

コーディネーター：此松 昌彦（和歌山大学防災研究教育センター長） 

パ ネ リ ス ト：牧   紀男（京都大学防災研究所准教授） 

：津田 和夫（和歌山県総務部危機管理局長） 

：今西  武（和歌山大学防災研究教育センター客員教授） 

：照本 清峰（和歌山大学防災研究教育センター特任准教授） 

16：25 閉会挨拶 
 

和歌山大学防災研究教育センター　開設記念フォーラム
～地域と大学との連携による地域防災力の向上のために～

会場：和歌山大学 松下会館
　　　（地域連携・生涯学習センター）

　　　　　和歌山市西高松 1-7-20
和歌山バス 高松バス停下車、 徒歩約 3 分
できるだけ公共交通機関をご利用ください。

ファックスで申込みの方は、

この用紙にご記入のうえ、10 月 28 日（木）

までに、073-457-7593 へお送りください。

申　込　欄
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氏 名 

所属団体名等 
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氏 名 

所属団体名等 
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氏 名 

所属団体名等 
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